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シンポジウム「北海道草地研究の新たな挑戦」

総合討論

司会・山口(~l錦道部断究会会同今回のシンポジウム

はお聞きになって分かりますように、四つの話題を関連づけ

て取り上げたわけではなく、トヒ。ツク的に取り上げたもので

すので、一つ一つについてご意見を伺う形で論議していただ

きたいと思います。

最初は、岩測さんからマメ科牧草のガレガという草が紹介

されました。どうしづ草かというのは、生育など多少はご理

解いただけたと思います。最後の方のスライドで、オ回毎萱の

?尉番草袖はチモシーが主体で、それにアカクローパとかシロ

クローパが入って生産されてきたわけですが、なかなかマメ

科が紺寺できない、マメ科率の市U1i卸がなかなカ難しし、とし、う

ことがありました。そういうね兄でずっときていたわけです

が、北海道の混播朝也のイメージをガレガで新しいタイプの

ものに作っていこうと、ね筋萱の草袖自体を変えていけない

かとし、う提案が最後の方にあったと思います。

ガレガについては粉音関係や品種関係の方はすでにお聞

きになっていると思いますが、その他の分野の方は初めて見

られた人も多いと思いますので、感医、なり、ご意見なりをい

ただければありがたいと思います。し、かがでしょうカも

川原(ね毎道庁酪農畜産課) ガレガにおける土壌相生と

かそういったものは、今までのマメ科件ヰ均との違いは何かあ

るのでしょうれ先ほど山田さんの話で有明酪農の可能性な

どをお聞きしたのですが、堆目巴とか化学1悶斗とか、そういう
ものの違いなどをお聞きしたいと思います。

岩涼，1](ホクレン畜産蹴漸知jわ 土壌、あるいは悶斗と

の関連ですけれども、最後の課題の部分でありましたが、詳

しいところについては全く知られていないのが現状です。た

だ、現地での耕吾状況などをみてみますと、やはりマメ科の

作物ということもあるので、しょうけれども、地下水位が高い

ところ、あるいは泥炭土壌のようなところでの生育というの

はあまり良くないようです。

施肥については、マメ科イ伺掬はミネラルとしての窒素分が

多量に供給されると根粒菌自体の活性が落ちるということ

を砂序諸の方も言っています。実際に生育も少し羽1制される

としヴ印象もあります。この辺りについては、土壌目悶斗の専

門家がたくさんいらっしゃいますので、で、きれば課題を持っ

て取り組んでいただけるとありがたいと思っています。

近藤(北大農学部) 非常に興味深く拝見いたしました。実

際の写真を見てマメ科がこれだけできるといいと思いまし

たが、初陣度の播種の時期が一つ問題だというのと、雑草対

策がかなりシビアだという話でした。雑草対策となると、お

盆以降L秋播きのほうが袷矧:'V"v叱、ろうと思ったのですが、
それだとだめということですので、どうやって一割申びる時

期に雑草対策をするのか、先ほどの有機ではないですけれど

も、思し切りラウンドアッフで殺しておかないとだめかとも

思いますが、その辺りはどのようにお考えでしょうれ3

岩淵やはりその辺りが一番のポイントで、現地の取り組

んでみたいという農家さんには、あらかじめガレガを作る圃

場を決めていただいて、ラウンドアップで殺しておいていた

だくように話しています。さらに、数年前に新しし、指wとし
て開発した除草剤処週間日播衝去がありますので、それを使

って下さいと話しています。春先に畑を作っていただいて雑

草を生やして、ラウンドアッフ。をかけて、そのあとすく程を

播きます。それで春雑草の競合を回避させて、何とか定着さ

せていきます。ガレガの単播ということになると、やはりそ

与れでも初年目の定着力が少ないですから、現況の技術ではチ

モシーとの混揺が前提になります。ガレガの単播についても

当然要望が出てくる可能性があると思いますので、この辺り

については燕麦や大麦を使った同伴栽培ということも一つ

考えられると思います。明日、帯広畜産大学の堀川先生から

関連する研究報告も紹介されるかと思いますが、その辺りも

参考にしていただきたいと思います。

松中舘対素晴らしいガレガを紹介していただいて、私

仕すごく感激しました。チモ、ンーに合うマメ科がやっと現れ

たとすごくうれしく、これからやってしてにはすごくし刈、な

と思います。お話を聞いていてーった、け気になったのが、こ

れは偶然かもしれませんが、ガレガでうまくいったというと

ころの土はいわゆる黒ボク土ではないのです。調子が悪かっ

たとおっしゃっているところは大体黒ボク土でした。いわゆ

る火山灰です。それで、リン酸の肥沃度などを誤験された畑

で調べられたか、お聞きしたいのですーが。

岩淵すべてというわけではないのですが、いくつかの圃

場では調べています。それらについては、正瀧な数字は記憶

していませんが、リン酸が極端に少ないところはなかったと

思います。ガレガ栽培を始めるにあたっては土壌分析を行っ

て下さいということもお話しして、それに即して施目白支計を
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高Uνでいただ、くようにしてしぜす。です功も、リン酸が少な

い、あるいは pHがちょっと低いというところについては、

矯正する資材をます満用していた問、て、規定量の脳斗を入

れていただきました。具体的な数字は、極端に低かったとか、

肥沃度の細かし、点については記憶していないのですが、その

辺りが当然マメ科の伊防で、すから、リン酸というのは非常に

大きな鍵になると思いますので、整理しなければし、けないと

思います。

山口 本格的にガレガの研究が始まってからまだ何年か

だと思います。今はマメ科一般でいわれていることを基礎に

しながら、対応している段階だろうと思います。ですから、

土欄問斗の方々も興味を持って対応していただくと、いろい

ろなことが分かってくる分野だと思います。ほかに何かご意

見はありますれ3

和田(北議道草地協会) ガレガについていろいろな課題が

あるとしづお話をお聞きしましたが、考え方として、すべて

のマメ科をガレガに換えるということではないと思います。

条件によって適地を選んで来院音するべきという取り組みを

なさろうとしているのか、今はとりあえず布院と利用法だけ

で、やってみたい人にやってもらおうとしづ考え方なのか、

どんな形で普及していく方針かをお聞きしたいと思います。

もう一点、ガレガ陪採草型なのでしょうか、それとも放牧に

も適するので、しょうカも

岩涼，IJ ガレガの普及についての基本的な考え方という第

一点ですが、すで、にあるアルファルファ、アカクローパ、シ

ロクローパは、それ引1優れた特性を持っていると思しぜす。

それらに置き換えるということではなく、生産者に対して選

択肢をもう一つ増やすといったような位置付けで基本的に

は考えています。それが結果的には地域を港ぶことになりま

す。利用の仕方によってガレガを使うのか、アカクローパを

使うのかとしづ選択をしていただくことになります。例えば、

最近、追播などということもありますけれども、ガレガが追

播に向くかというと、初期生育が遅いですから、やはりアカ

クローパに頼らないといけないということも出てくるでし

ょうし、その用途によって使し、分ける必要があると思います。

そこに一草種が増えることで用途が広がるのを目的にやっ

ています。

それから、採草か放牧かということですが、基材句には採

草型の草種だ、と思ってし、ます。放牧については知見がありま

せんが、地下茎型の伊陶をみると、イネ科でもそうですが、

多国刈りには基本的に耐性がないというところがあります

ので、放物鍍にもよりますが、勝枚よりは採草型と瑚卒し

てもらうとし、いと思います。

山口 何年か前に道の普及奨励事項か何かに取り上げら

れまして、全道でいろいろと実験があったわけですが、やは

り気象条件の良好なところでまず育てて普及して、徐々に不

利な地帯の様子も見ながら広げていきましようという考え

方だったと思います。この草についてはまだまだ発展途上だ

と思いますので、今後とも関心を持っていただいて、興味を

持たれた方はいろいろと相談しながら実験を組んでいただ

きたいと思います。私たちの誤験場でも今、プロジェクト提

案をして是非お金をとって、もう一関帯仕事を進めようとい

う話を、いろいろと道の調賜の方などに相談しながらやっ

ていますので〉よろしくお願いします。

次に、トワモロコシの省力生産ということで中村さんか

ら話題提供いただきました。トウモロコシは非常に優良な飼

料だと認識されていながら、イ何寸面積が徐々に減っています。

それは、作業が非常に多労だ、ったということが一つ原因にあ

ると思います。それで、コントラクターというシステムが入

ってきたり、不耕起用のいし暢織が外国から入ってくるとし、

うことをきっかけにして、不耕起耕音、それから簡易耕と広

がってきて、現況で1000'"'-'2000haぐらいに広がっているの

だということを聞いて、ブヨ変驚きました。この辺りについて、

現地で、は最初はなかなか困難もあったようですが、最近では

大体うまくいっているということかと思います。昨日も報告

がありまして、聞いておりましたら、収量もよくなったと言

っておられました。而十倍旧で性も上がって、雑草もかえって少

ないというところまで来ているというお話があったと思い

ます。

まず、この省力生産のところの話題について何かご意見が

ありましたらお願いします。十勝のほうで実際に取り組んで

おられる川西農協の谷本さんおられますれおられませんれ

ほかの方でどなたかトウモロコシの問題で十勝とか網走の

ほうでコントラクターを利用して、こういうトワモロコシの

耕音方法が優勢こなっていると、かなり有力だというお話を

伺ったので、すが。ご意見ありますヵ、よろしいですヵ、

それでは、これは品種との絡みは何かあるので、すがbこう

いう耕吾対去と品種の絡みとし、うのはし、かがでしょうれ

中村(道立畜前その地域での適品種が前提ですが、都世

跡などヒエの多い圃場においてはワンホーフ百十性の品種を

用いることが前提となると思います。

山口 雑草を除草剤でたたいて、ということが大事という

ことです。あとはトウモロコシの調製の問題も出されました

それからマルチの問題も出されたわけですが、この辺り、根

釘1[でもこれまで、マルチを使ってトウモロコシを作っており、

最近は脱マルチの方向に動いているとし、う話も伺っており

ます。そちらの様子をちょっと紹介していただけませんか。

どなたか、根釧|の方いらっしゃいませんカも

林(根釧膿的 現況等について報告いたしますと、現在、
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根室管内ではせいぜし激百haの作付けになっていますが、

ほとんどすべてがマルチです。また釧路管内でも 1000haの

オ」ダーがあるかないかとし、う跡皆で、それもほぼすべてマ

ルチで行われてしも制兄です。釘11路管内では気象条件が若干

いいものですから、マルチでそキ晩生の品種を作付けまして、

それで味を占めているというような、言い方は悪いですけれ

ども、それで成績を上げているとし、う状況にあります。裏を

返しますと、圃場にマルチのビニールが非常に蓄積していま

して、春先になると畑がほとんど真っ白ということで、それ

も問題になっていると周りの人が言っております。根室管内

におきましでも、当徐マルチを使うと今まで考えられてきま

したが、近年、早生の品種でもし、いものが出てきそうだとい

う邸皆で、露地でもできるのではなし、かと説明できるような

品種も出てきております。農家さんにはまだマルチでないと

不安だという声もありますが、とにかく資材費がha当たり

約9万円とかかります。そういうこともありますし、圃場に

ごみが残るということもあります。露地にしますと収量が落

ちるという考えがありますが、不耕起の機械などを導入しま

すと、剛直が変えられまして若干狭くできるという話もあり

ます。露地による収量の減少としザ問題に関しては、密度を

上げるというが去もありますし、今後は根釧管内にも入るの

ではなし、かと考えております。

山口 トワモロコシはなにも十勝、網走だけではなく根釧

でも、先ほどのスライドでも、かつては5000""'6000ha、最

近は1000とかのオ」ダーだと思います。新しい品種なり、

新しい方向で広がってし、くのではなし、かと思います。トウモ

ロコシについてその他にはよろしいですカも先ほどの紹介で

いろいろと新しい動きがあるということは充分分かってい

ただけたかと思います。

それでは、時間の閥系もあるので3番目の報告にありま

した有明雛農の話題に移りたいと思います。潮IJの山田さん

から紹介していただきました。消費者側を向いて牛乳を作っ

ていこう、それだけではなく、経営全体で環境に大刻己慮す

るとか、子供を受け対もて教育していくとれ多面的に消費

者との連携を図るというお話でした。来年春に有機畜産物の

]AS基準がはっきり制定されるということで、それに向け

て有機牛乳を生産していくということで取り組んでこられ

たわけです。ただ、お話を伺っていて、あのように堆肥とか

糞尿とカ鶏糞とかを入れて苦労されているわけですが、これ

が毎年積み重なったときにどういうことになるのか、土の動

きと自可料の動き、なかなか大変な問題があるのではと感じま

した。どなたか、お話を伺ってご意見とかご指摘とかありま

したらお願いいたします。

松中舘ブサ お話を伺ってすごく感激しました。われわれ

の学校はご存じの通り「健土健民」とし、う「し、い土を作って

いし喰ペ物を作って健康な人がで、きるのだ」却、うのを建学

の理念にして、それを一生懸命学生さんたちと一緒にやって

いますので、そういうことを実践されている方がいらっしゃ

るということですごくうれしくなりました。二つぐらいお話

をお伺いしたいのですが、一つは、有機で作られた牛乳とし、

うものが、例えばプレミアムがついて高く買ってもらえると

か、何かそういうようなことがあるのか、つまり今までのや

り方で生産された牛乳と違う取引がされるかどうかという

ことを教えて下さい。

それからもう一つは、先ほど山口さんがおっしゃっていた

ことですけれども、われわれの酪農では、自分のところでと

れたものを自分のところで回していく、です--tJ瓦ら循環ができ

てうまくいくのですが、そのシステムの中に、例えばよそか

ら飼料を買ってきて入れてやると、その分だけ斜対こなって

いきますから、循環させるつもりで一生懸命付ぼやるほど、

よそから来た分だけがどこかにあふれるということになっ

てしまうわけです。そこのところはどういうふうになってい

るのかということを教えて下さい。

山田(津別問有樹齢農研究会) まず乳価の問題ですが、

経費は有機でやりますと 3倍かかります。いろいろな労働面

とか、それから鶏糞にしても、大体今は平均で300kg入れな

くてはならないのですが、化学問斗に比べると 3f部L上です。

今は大体500kgパックで、1万2，800円と非常に高い状況です。

消費者に向けて安全と安心、信頼を乗せてその牛乳を売って

いこうとしていますが、消費者にも二面f生があります。安い

ものでいし立し、う人と、安全と安心なものを高くてもいいか

ら飲みたいという人がおります。やはり後者の方たちに的を

絞って、当然これからはプレミアム乳価ということで、付加

価値の付いた値段という形で、われわれもお金が戻ってこな

いと経営が成り立っていきませんので、かなり金繍句には今

の乳価からすると大きな金額になっていくと思っています。

それから、今私たちゅ回虫帯十が足りない状況です。それで

共同草地とか公共牧場の空いているような草地をとりあえ

ず借りて粗餅ヰを作っていこうとしています。来年]AS法

が制定され展開していく中では、やはり粗銅斗が足り加ゆ

だけ、外国産の有機の配合というのがブ哩とコーンの2種類

あるのでそれらを輸入して、とりあえす酒己合官静ヰを変えてい

こうと考えています。実際に糊巴と尿は足りません。全然足

りません。堆肥は少々でも余るということにはほとんどなり

ません。遠くの圃場にっし、て陪堆肥センターから圃場に糊巴

を直張撒いてもらうという制兄の中で、何とカ症産を維持し

ていこうと考えていますので、ここしばらく循環農業はしっ

かりとした形の中で進んでいけるものと確信しています。

松中確認したいのですが、価格で優遇制度のようなもの

は現伏ではないのですれ

山田 メーカーに支援していただいております。全金額を
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支援してもらうということではありませんが、経費のかかっ

た分については職名批lこ手イ云ってし叱問、ています。そう

でないと、われわれもここまで来られませんでした。支援が

あったからこそ、ここまで来られたというのが実態です。た

だ、経営としては全体的にみんな余力はありませんので、早

く転換期を迎えて新しい乳価で頑張りたいという気持ちで

一緒lこなって頑張ってしぜす。

山口 有機牛乳という形ではまだ生産されていないとい

うことですね

山田 はい、まだです。来年の4月以降になります。

ら、これから牛乳をどういうふうに売っていくのかという流

れの中では、やはり今、消費者も安全と安心というものに関

心が郎、制兄ですし、手時妥当土としましでも、値段はどんど

ん下がってきていますので、価格競争には限界がありその流

れを変えたい、要するに付加(面値の付いたものを正常な販売

ルートに乗せて売りたい、という考えがあるようです。プレ

ミアム乳価という形をとるので消費者に向けては高い価格

になると思います。

私どもの牛乳が有機牛乳として出荷されるようになると、

今のところの予定では、旭川|の工場でまず工場の認長正を取り

ます。そして製造ラインは毎日出争しますので、朝1番に私

どもの牛乳をオ」ガニック牛乳とじて先日里し製品にする、そ

のあとに一般の牛乳が入る、そういう訴首Lになります。その

山口 それに向けて艶由、飼料生産のところを有機化して、 ようにして牛乳についてはそのままパック詰めで付加価値

そこが認長正を受けてきたという関帯ですねロ今後はそれを有 を付けられると考えています。

機牛乳の生産に航附けていくとし、う関皆です。今は化学肥 それから消費者との交流についてですが、これは今のとこ

料をなくして堆肥とか糞尿主か鶏糞を還元オると;しの格好 ~ ろ私の牧場だ、けでやっております。肉については、どうして

で、どちらかというとまだまかないきれないということだと r も廃用肉という、要するに乳を搾り終わった牛をどう販売し

思います。 ていくかとしづ問題がありますが、その辺りはこれから一つ

和田(相鎚草袖協会) 足寄方面からどなたカ凍ていれ

ば、その方に質問した方がよろしいかと思いますが、たまた

ま情報を得ておりまして、今メーカーに支援をいただU、てし、

るという話題がありましたのでそれに関車して、差し支えが

なければお聞きしたいと思います。そのメーカーと将来取引

するために現在支援を受けていて、例えば4月1日からそこ

で出したときに、そこのメーカーがプレミアムを付けて売っ

てくれるという何か約束があるのでしょうカもそれから、支

援してもらっているということは、買っているものを差別し

てそこのメーカーで何か出してくれているということが現

在あるのでしょうカも

それともう一つ、経営形態について見落としたかも知れま

せんが、酪農専業経営なのかという点についてお聞きします。

それから、年に一度300人ぐらい集まってパーティをやって、

そこで、は肉も提供していらっしゃるという話でしたが、肥育

も1頭でなくて販売のためにやられていて、そういう人を集

める企画を一つの足掛かりにしながらもっと何かをしよう

とグループρで、しているのか、あるいは山田さM固人でやって

いるようにはみえたのですが、その辺りも含めてお聞きした

いと思います。

山固 まず支援の制兄ですが、 5年前に手l業封土が有機で

やってくれと言ったときに、当初礎大きな費用がかかると

みえました。それで、トータルでこれぐらいのお金を応援し

てほしいという要望はしたのですがその辺りのところはあ

る程度頭打ちという形で3年間支援してもらっています。金

額のほうは勘弁して下さい。それで、満足ではないのですが、

何とか3年間乗り越えてきたという箇齢ミあります。それか

の課題として考えていきます。肉も当然オーガニックの中で、

やってきているわけですから、そういう付加価値を付ける方

法はありますが、われわれはオ」ガζ二ック牛乳を確立させて

から次のステッブpとしてそういう肉も一つの販路として探

していかなくてはならないと考え支います。ですーが、まだそ

比こまで踏み込んでいけないという状況です。そういう中で、

私のところで、たまたまジャージー掛司っておりまして、その

オスを買ってくれる肉屋さんが誰もいませんでしたから、と

りあえずうちでつぶして食べようとしたときに、多過ぎたの

でみんなを呼んで食べたというのが第1回目でした。その2

回目にまたオスがいたものですから、それを今度、先ほど写

真で見せたように消費者の皆さんに集まってもらって一晩

楽じもうということでイベント的にやり出したわけです。そ

して3年目に大体300名ぐらいの人数が集まりました。こう

いう形で個人として紺銃していきたいと思ってし悼す。来年

はブラウンスイスという乳肉兼用の牛を、私もまだ食べたこ

とはないのですが、そういう新たな肉を食べて、また皆さん

と楽しみたいということでやっている個人のイベントです。

山口 有明雛農ということで取り組んでこられて、いろい

ろな貴重な経験や工夫をされてきたと思います。山田さんに

お願いですが、是非その辺りについて何らかの形でとりまと

めていろいろと公表していただければありがたいと思いま

す。それから、先ほど、どうしても濃厚飼料は有機のものを

外国から購入するという話になっていますが、こういうとこ

ろもで、きたら国内で、きちんと作ってやってし、けると本当は

いいわけです。先日新聞に、国内の有樵これは農産物一般

ですが、有機と言っても4倍から4倍以上のものが外国から

入ってきて有機として売られているということも載ってい
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ました。ですから、本当は有機品、うのは地元で循環型農業

として作られるということをイメージするわけですが、なか

なかそうはなっていなしL有機畜産のところでも、できるだ

けこうしづ飼料を有機で作って、それで畜産物を作ってし、く

としづ方向に、われわれの大きな課題があると思いました。

有樹齢農の話はここまでにしたし、と思し、ます。

それと少し絡むと思うのですが、濃厚飼料の生産の可能性

も利変されましたけれども、オ回毎道での倒斗イネの可能性と

いう話題に移りたいと思います。この話題について聞かれて、

こういう仕事は北草研の範騰かという印象を持たれたかも

しれませんが、エサとか飼料とかそうし、うのが出できたらみ

な北草研のテリトリーだと考えていただいて議論していた

だきたいと思います。何かご質問、ご意見ありましたらお願

いします。

飼料イネには、粗虫剤斗としてどうかという問題と、濃厚飼

*~附句なものをそこから取れないかというこつの問題がある

と思います。本!十|ではどちらかというと粗宣萌斗です。土地が

ありませんし、粗主司料として利用したいと普及されてきてい

るようです。ご意見ございますカもはい、お願いします。

川原(道庁酪農畜産課) お米というのは、日本人にとっ

ては人間の食べ物としづ印象が強く、飼料になるというのは

ちょっとすごい試みだと思います。それで、不勉強で申し訳

ないのですが、珪酸を吸収するとし、うことをかなり強調され

ておられましたが、牛にとっての珪酸の(動きがよく分からな

いので、何がいいのかという点を教えていただきたいと思い

ました。イネをサイレージ化するとし、うことで、これも子実

が完全に結実してのサイレージ化なのか、それとも青刈りの

状態のほうがいいのかという点についてもお聞きしたいと

思います。

村井(北農研セ) まず珪酸の話ですが、牛にとっての栄

養成分としてはまったく評価されない、ただ消化管を遍晶し

てしまうものと考えてもらった方がいいと思います。ただ、

私がお話をしたのは、実際にイネを栽培するにあたって、珪

酸というのは非常に有効なものとして、植物体に必要な形で

働いているということです。そういう意味で、先ほどの減農

薬とか有税撤音といった場面においても、珪酸のそういう機

能をうまく使うことによって別な視点からの樹吾が可能で、

はないかと考えています。

それから、二つ目の収轡寺期の話ですが、ホールクロップρ

利用の場合には大体黄繋朝、完熟の前に収穫します。この時

期がTDN収量という栄養価の収量が一番高い時朔で、そこ

を狙います。ホールクロッフ利用ですから粗宣帯十としての意

味合いもありますので、ワラの部分の栄養価があまり下がり

すぎてもよくないので、そこら辺が一番いし、品、う形でやら

れているかと思います。実際に飼料として調製することを考

えると、やはりサイレージ化が一番手っ取り早い手段で、そ

の意味合いにおいても水分含量等を考えると、黄繋棚が一番

適しています。

山口 仮に将来、こういうものが牛の口に入るようになっ

たときには、珪酸が事也に還元されてその量は同じか、増え

るような話になってきますが、その場合でもいい効果はあっ

ても悪し効果はなし、とし、うような考えでいいですれ

村井前提は、蔚血でなくて水田の生産性をし、かに捌fで

拡張するかということですので、少なくとも今日の話の中で

大部分を占める斡血とか飼料畑ということではなく、今使わ

れていない水田、将来イネ以外の作物を栽培するには非常に

不引な耕地、それも非常に私たちが利用しやすい立地剣牛の

ところに耕地としてあるわけですので、それをし、かに使うか

と考えたときに、先ほど言った珪酸の話が出ると思います。

山口 ご意見はありますヵ、山田さんに伺いたいのですが、

こうしづ水田で飼料イネを作ってグレイン、ソフトグレイン

のサイレージを作る、これであれば有機の可能性もあると思

います。コストの問題はいろいろとあるで、しょうが、そうい

うものを使って有機牛乳に結び付けるというアイデアはい

かがでしょうカも

山田(潮リ町有税雛農研究会) 昔、粗餅lヰが足りないと

きには、私たち同問3の稲作農家でイネをローノ以ーラで巻

いて、それを持って帰ってパック詰めにして与えたことも随

分ありました。飼料として非常にいいものになります。サイ

レージ調製によって暗敦子性もあがりますし、お米が取れなか

った年のイネは茎の中にものすごく栄養が豊富ですので、非

常にしW泊司料として使ったことがあります。糞の状態も長い

稲ワラを食わせることによってよくなりましたそうし、うこ

とからイネも一つの手段と考えられますが、ただ年によって、

いい天気だ、ったらロールベーラも水田の中に入っていけま

すが、天気が悪いとほとんど入れないとしづ問題があります。

それから、完全に認証を取っている圃場でないとこれからは

イネも食わせられないということになってきますと、生出或に

そういう米を作っているところが非常に少ないですし、まし

てや土壌認証まで、取って米を作っているところは少ないの

で、ほとんどその問題については皆無で、あろうと考えていま

す。

山口 まだ通常栽培でも牛の口に入っていない、ましてや

有機ではまだまだ遠い、とんでもないとしづ話でした。ご意

見ありますカも

酒井(根釧際的 先ほど食用と倒ヰ用の兼用のイネの品

種をいろいろとご紹介されていたと思し、ますが、実際に食用

には良食味米がかなり限定された形で使われているので、食
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用と飼料用の兼用というのは本当にうまくいくのかという

質問が一つあります。それと育種の方向について、実を取る

のが目的ではないので、飼料用イネとして有効な形質がかな

り違うと思しぜす。育種については中央農研センタ}などで

やられているかと思いますが、かなり違う方向で育種されて

いると思われます。その育種の方向性についてもレ情報をお

持ちでしたら教えて下さしも

村井最初の兼用という話ですが、表現がちょっと紛らわ

しし、かもしれないのですが、平時、今の時点では、米は需要

がかなり減少していますから余っているわけで、その日寺点で

は食用は作らずに、飼料用のイネを作り、逆に例えば冷害な

どがあると翌年は食用として耕吾する、というように土地の

利用という面で食用と飼料を兼用するという意味です。従来

は例えぼ畑作にしても何にしても全部専用です。専用とし、う

ことですと、かなり耕音面積が限定されますし、そういう部

分で水田というのは可能性があるのではないかということ

です。

それから、イネの品種、あるいは育種の傾向等で見ますと、

ほかの作物と比べて非常に幅広いストックがあり、さまざま

な形質を持っている伊防だ、と思います。ですからイネという

のは、畜産の側からこういうものがほしし、という話が出てく

ると、それに対応するものを選抜できるというように、非常

に可能性の高い伊防ではなし、かと考えています。

山口 イネの飼料用品種は全国で育成されています。東北

より南のほうにはそういうものができていまして、一つの特

徴は、非常に車倣収量が高いとし、うことです。品種によって

は籾の割合が高いものもあれば、わりと茎葉で稼ぐタイプの

品種、多収の品種も出てきているということです。 j回毎道は

まだそういうものはありませんので、飼料イネを作っている

ところでは、普通のモチ品種であるとか、普通の耕吾品種を

使って飼料イネとしているとし、うことだと思し法す。

時間が来ていますが他によろしいですか。はい、ありがと

うございました飼料イネにつしてはまだ務昔、北草研でも

1題も発表はなかったと，思いますが、少しずつ仕事も進んで

いますので、今後は発表があると思います。

今日は4つの課題をトヒ。ツク的に取り上げて論議をいた

だいたのですが、その他「し1や、そうじゃなくてもっとこう

いうのもあるんだよJrこういう取り組みもあるんだよ」と
いうことがありましたら紹介していただきたいのですが、よ

ろしいですカ元

では、いろいろと論議をいただL、てありがとうございまし

たこれでシンポジウムを終わりたいと思います。話高麗是供

をしていただいた4名の方、大変ありがとうございました。
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